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五
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五
一
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風
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感
化
す
る
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と
さ
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る
楽
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杢
屋 
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「
後
漢
霊
帝
期
の
三
公
に
つ
い
て
」 

◎
三
木 

啓
介
「「
呉
都
賦
」
の
「
捷
若
慶
忌
、
勇
若
専
諸
」
に
つ
い
て─

─

慶
忌
像
考
察
の
一
環
と
し
て
」 

 

◆
四
〇
六
一
教
室 

◎
佐
藤 
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「
学
習
塾
に
お
け
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「
疑
問
表
現
」
の
実
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─

習
熟
度
の
異
な
る
生
徒
に
よ
る
読
解
ス

ト
ラ
テ
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ー
の
相
違
」 

◎
神
本 

一
喜
「
谷
崎
潤
一
郎
の
少
年
表
象
」 

◎
徐 

愷
「
身
体
論
で
読
む
『
春
琴
抄
』」 

 

■
パ
ネ
ル
発
表
（
四
〇
五
一
教
室 

一
四
時
五
〇
分
～
一
五
時
） 

◎
伊
豆
原
潤
星
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
謎
解
き
を
通
じ
た
地
域
連
携
型
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
実
践─

─

体
感
型
推
理
ゲ
ー
ム

『
名
探
偵 

刑
部
大
輔
の
事
件
簿
』
の
企
画
・
運
営
を
事
例
と
し
て
」 

 

■
講
演
（
四
〇
五
一
教
室 

一
五
時
半
～
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時
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分
） 

◎
長
島 

弘
明
「
私
の
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秋
成
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研
究
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■
閉
会
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辞
（
一
七
時
二
〇
分
～
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〈
研
究
発
表
〉
四
〇
五
一
教
室  

「
移
風
易
俗
」
の
変
遷─

─

感
化
す
る
楽
と
さ
れ
る
楽 

小
野
寺 

健  

本
発
表
の
趣
旨
は
礼
楽
思
想
に
お
け
る
重
要
な
理
念
で
あ
る
「
移
風
易
俗
」

に
つ
い
て
、
そ
の
「
感
化
」
の
方
向
性
を
問
題
と
し
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。 

 

音
楽
が
人
の
心
を
感
動
さ
せ
る
と
い
う
言
説
は
、
古
代
中
国
に
お
い
て
は
、

そ
れ
は
単
な
る
芸
術
論
で
あ
る
前
に
、
儒
教
的
な
政
治
論
で
あ
っ
た
。
法
治
よ

り
も
徳
治
を
重
ん
じ
る
儒
教
に
お
い
て
、
礼
楽
思
想
は
、
規
範
的
価
値
を
持
つ

「
礼
」
と
「
楽
」
と
に
よ
っ
て
民
衆
を
教
化
し
、
社
会
秩
序
に
組
み
込
む
と
い
う

考
え
を
持
つ
。
そ
し
て
そ
れ
は
『
孝
経
』
で
「
風
を
移
し
俗
を
易
ふ
る
は
、
楽
よ

り
善
き
は
莫
し
（
移
風
易
俗
、
莫
善
於
楽
）」
と
称
揚
さ
れ
る
こ
と
で
、
漢
代
以

降
、
儒
教
と
「
楽
」
と
は
不
可
分
の
関
係
と
な
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

し
か
し
こ
こ
で
「
楽
」
が
い
か
に
し
て
民
衆
を
教
化
し
う
る
か
と
い
う
、
作
用

の
機
序
が
問
題
と
な
る
。
一
つ
に
は
聖
人
や
先
王
と
い
っ
た
特
権
的
人
物
の
創

作
し
た
「
楽
」
が
人
々
を
感
動
さ
せ
正
し
き
方
向
へ
と
導
く
と
い
う
も
の
、
ま
た

一
つ
に
は
「
楽
」
は
心
を
感
動
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
の
と
同
時
に
、
感
動
の
表
れ

で
あ
る
と
し
、
為
政
者
は
そ
の
表
象
を
読
み
取
る
こ
と
で
、
風
俗
の
紊
乱
に
対

処
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

こ
の
二
つ
の
方
向
性
に
つ
い
て
『
孝
経
』
に
対
す
る
三
種
の
注
釈
と
、
関
連
す

る
文
献
を
も
と
に
、
そ
の
変
遷
を
辿
り
な
が
ら
考
察
を
行
っ
て
ゆ
く
。 

（
お
の
で
ら
・
た
け
る
／
二
松
学
舎
大
学
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
） 

後
漢
霊
帝
期
の
三
公
に
つ
い
て 

杢
屋 

幸
明 

 

後
漢
霊
帝
期
と
言
え
ば
党
錮
の
禁
や
宦
官
専
権
な
ど
が
有
名
だ
が
、
三
公
に

着
目
し
て
み
る
と
一
人
当
た
り
の
平
均
任
官
年
数
が
後
漢
全
体
の
中
で
も
短
い

こ
と
に
気
づ
く
。
頻
繁
に
交
替
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う

な
中
で
も
特
定
の
人
物
た
ち
が
頻
繁
に
就
任
・
罷
免
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
中

本
圭
亮
氏
は
、
霊
帝
期
に
厚
遇
さ
れ
た
「
大
官
僚
」
は
帝
師
と
し
て
霊
帝
と
私
的

関
係
に
あ
っ
た
者
た
ち
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
上
記
の

特
定
の
人
物
た
ち
の
中
で
、
霊
帝
と
私
的
関
係
に
は
無
か
っ
た
も
の
た
ち
に
着

目
す
れ
ば
、
霊
帝
が
三
公
、
引
い
て
は
官
僚
に
求
め
た
も
の
が
分
か
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。 

と
こ
ろ
で
、
三
公
に
頻
繁
に
挙
が
る
特
定
の
人
物
た
ち
に
更
に
注
目
し
て
み

る
と
、
光
和
７
年
／
中
平
元
年
、
中
平
２
年
を
境
に
顔
ぶ
れ
が
変
わ
る
こ
と
に

も
気
づ
く
。
こ
れ
は
一
体
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。 

本
発
表
で
は
光
和
７
年
／
中
平
元
年
、
中
平
２
年
に
補
助
線
を
引
き
、
三
公

人
事
に
着
目
し
、
当
時
の
政
治
状
況
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
上
で
霊
帝
期

の
三
公
は
宦
官
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
し
か
し
当
初
の
対
抗
す
る

た
め
の
存
在
か
ら
、
売
官
の
影
響
を
受
け
、
結
託
す
る
存
在
に
変
質
し
た
こ
と

を
指
摘
す
る
。 

（
も
く
や
・
た
か
あ
き
／
二
松
学
舎
大
学
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）   
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「
呉
都
賦
」
の
「
捷
若
慶
忌
、
勇
若
専
諸
」
に
つ
い
て 

─
─

慶
忌
像
考
察
の
一
環
と
し
て 

三
木 

啓
介 

 

西
晋
の
左
思
「
三
都
賦
」
を
構
成
す
る
「
呉
都
賦
」
の
一
節
に
、「
捷
若
慶

忌
、
勇
若
專
諸
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
呉
人
の
「
捷
」
と
「
勇
」
の
直
喩
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
い
ず
れ
も
春
秋
呉
の
人
物
で
あ
る
。
慶
忌
は
要
離

に
殺
さ
れ
た
呉
の
王
子
、
専
諸
は
公
子
光
（
の
ち
の
闔
閭
）
の
た
め
に
王
僚
を

殺
し
た
暗
殺
者
と
し
て
名
高
い
。
本
発
表
で
は
前
者
の
慶
忌
を
と
り
あ
げ
る

が
、
そ
の
理
由
は
以
下
の
疑
問
に
よ
る
。 

こ
の
一
節
に
お
い
て
、
慶
忌
は
な
ぜ
「
捷
」
、
す
な
わ
ち
敏
捷
性
に
優
れ
た

人
物
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
、
人
並
み
外
れ
て
素
早
い
人

物
と
し
て
慶
忌
を
描
く
文
献
は
少
な
く
な
い
。
だ
が
、「
呉
都
賦
」
の
専
諸
の

よ
う
に
「
勇
」
の
人
と
す
る
文
献
や
、「
捷
」
と
「
勇
」
の
い
ず
れ
も
備
え
た

人
物
と
み
な
す
文
献
も
あ
る
。
む
し
ろ
、
早
期
の
文
献
ほ
ど
慶
忌
を
両
方
の

資
質
を
備
え
た
人
物
と
し
て
描
い
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
「
呉
都
賦
」

で
は
「
勇
」
で
は
な
く
「
捷
」
が
慶
忌
の
特
長
と
し
て
選
択
さ
れ
た
の
か
。 

本
発
表
で
は
、
慶
忌
を
描
く
先
秦
期
か
ら
両
漢
期
の
文
献
を
整
理
し
、
前
漢

の
武
帝
期
に
「
捷
」
の
み
を
慶
忌
の
特
長
と
す
る
修
辞
が
確
立
し
、
そ
の
後
も

継
承
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
「
呉
都
賦
」
の
「
捷
若
慶
忌
、
勇
若
專
諸
」

も
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
こ
と
を
提
唱
す
る
。 

（
み
き
・
け
い
す
け
／
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）  

 

〈
研
究
発
表
〉
四
〇
六
一
教
室  

学
習
塾
に
お
け
る
「
疑
問
表
現
」
の
実
際 

─
─

習
熟
度
の
異
な
る
生
徒
に
よ
る
読
解
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
の
相
違 佐

藤 

幹
大  

本
研
究
で
は
、
個
別
指
導
塾
の
古
典
読
解
で
選
択
肢
を
選
ぶ
授
業
の
会
話
を 

録
音
・
文
字
化
し
、
生
徒
の
疑
問
表
現
と
読
解
の
過
程
を
分
析
し
た
。 

本
研
究
で
考
察
す
る
疑
問
表
現
の
例
は
、「
こ
こ
の
主
語
と
同
じ
ひ
と
？
」「
過

去
？
こ
れ
」「
こ
れ
な
に
？
」「
こ
の
た
ま
え
る
っ
て
敬
語
？
」
で
あ
る
。 

対
象
は
高
校
生
２
名
、
生
徒
Ｔ
（
習
熟
度
・
高
）
と
生
徒
Ｓ
（
習
熟
度
・
低
）

で
あ
る
。
約

15

分
間
の
会
話
デ
ー
タ
か
ら
以
下
の
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

疑
問
表
現
の
総
数
は
、
生
徒
Ｔ
が

41

回
、
生
徒
Ｓ
が

44

回
で
あ
っ
た
。 

回
数
に
は
大
差
が
な
か
っ
た
が
、
使
わ
れ
方
に
以
下
の
違
い
が
み
ら
れ
た
。 

⑴ 

生
徒
Ｔ
は
自
分
の
読
み
や
判
断
を
示
し
て
確
認
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
、 

 

生
徒
Ｓ
は
語
句
や
文
法
な
ど
を
一
つ
ず
つ
確
認
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。 

⑵ 

同
じ
解
答
に
至
っ
て
も
、
読
解
の
過
程
は
大
き
く
異
な
っ
た
。 

 

生
徒
Ｔ
は
登
場
人
物
の
関
係
性
か
ら
答
え
を
選
択
し
て
い
た
が
、 

 

生
徒
Ｓ
は
語
句
や
文
法
、
反
実
仮
想
な
ど
を
順
に
確
認
し
選
択
し
た
。 

 

本
研
究
は
疑
問
表
現
の
種
類
や
回
数
を
考
察
す
る
だ
け
で
な
く
、
学
習
塾
で

の
談
話
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
読
解
の
過
程
を
分
析
し
た
点
に
新
規
性
が
あ
る
。 

（
さ
と
う
・
か
ん
た
／
二
松
学
舎
大
学
国
文
学
科
四
年
）  
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谷
崎
潤
一
郎
の
少
年
表
象 

神
本 

一
喜  

谷
崎
潤
一
郎
に
は
〈
少
年
物
〉
と
い
う
子
ど
も
を
主
人
公
と
す
る
作
品
群
が

あ
る
。
佐
藤
春
夫
が
「
少
年
を
主
人
公
或
は
重
要
な
人
物
に
し
て
ゐ
る
作
品
が

少
な
く
と
も
四
五
篇
は
あ
る
だ
ら
う
が
、
そ
れ
ぞ
れ
相
当
よ
く
書
か
れ
て
ゐ
る

と
思
ふ
」
と
言
及
し
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
よ
う
な
作
品
群
に
対
す
る
研
究
は
、

関
西
移
住
以
降
発
表
さ
れ
た
「
痴
人
の
愛
」「
卍
」「
春
琴
抄
」
等
の
作
品
に
比
し

て
充
実
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。 

本
発
表
で
は
、〈
少
年
物
〉
と
さ
れ
る
作
品
の
中
で
も
、
主
に
語
り
の
観
点
か

ら
、
一
九
一
一
［
明
治
四
四
］
年
六
月
に
雑
誌
『
ス
バ
ル
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
少

年
」
を
分
析
し
、「
私
」
の
二
重
化
が
起
き
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
は

同
時
代
に
お
け
る
少
年
表
象
や
、
日
本
近
代
文
学
に
お
け
る
子
ど
も
像
と
の
比

較
と
し
て
も
異
質
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
子
ど
も
像
の
類
型
に
つ
い
て
も
批
判
的

に
検
討
し
て
い
く
。 

ま
た
、
「
少
年
」
以
外
の
〈
少
年
物
〉
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
も
言
及
し
つ
つ
、

谷
崎
作
品
に
お
け
る
〈
少
年
〉
が
い
か
に
形
成
さ
れ
て
い
る
か
分
析
す
る
こ
と

は
、
後
年
「
鍵
」
や
「
瘋
癲
老
人
日
記
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
〈
老
い
〉
の
表

象
と
無
関
係
で
は
な
い
。
本
発
表
を
、
谷
崎
作
品
を
「
老
い
る
こ
と
」
の
観
点
か

ら
通
史
的
に
眺
め
る
視
座
と
し
た
い
。 

（
か
み
も
と
・
か
ず
き
／
二
松
学
舎
大
学
職
員
） 

 

身
体
論
で
読
む
『
春
琴
抄
』 

徐 

愷 

 

本
研
究
は
、
谷
崎
潤
一
郎
『
春
琴
抄
』
に
お
け
る
〈
身
体
〉
の
表
象
と
語
り
の

特
質
を
、
身
体
論
の
視
座
か
ら
再
検
討
し
、
新
た
な
解
釈
の
可
能
性
を
提
示
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
従
来
の
研
究
で
は
、
春
琴
の
火
傷
事
件
を
め
ぐ
る
犯

人
捜
し
や
、
女
性
崇
拝
、
サ
デ
ィ
ズ
ム
・
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
な
ど
の
観
点
か
ら
多
く
の

議
論
が
展
開
さ
れ
て
き
た
一
方
、
〈
身
体
〉
を
め
ぐ
る
語
り
の
特
殊
性
や
視
覚
以

外
の
感
覚
、
と
り
わ
け
盲
人
の
身
体
感
覚
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
検
討
さ
れ
て

き
た
と
は
言
い
難
い
。 

本
研
究
で
は
、
師
弟
関
係
と
介
護
関
係
が
重
層
的
に
絡
み
合
っ
て
い
る
春
琴

と
佐
助
の
関
係
に
着
目
し
、
二
人
の
関
係
を
相
互
作
用
に
よ
っ
て
成
立
す
る
身

体
的
関
係
と
し
て
捉
え
直
す
。
そ
の
分
析
に
は
、
同
時
代
評
お
よ
び
先
行
研
究

を
整
理
し
た
上
で
、
テ
ク
ス
ト
の
分
析
を
中
心
に
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
の
〈
間

身
体
性
〉
の
概
念
を
導
入
し
、
身
体
感
覚
と
身
体
間
の
相
互
作
用
に
焦
点
を
当

て
て
新
た
な
読
解
を
試
み
る
。
さ
ら
に
、
墓
石
の
設
計
や
夜
の
寒
ざ
ら
い
な
ど

の
場
面
を
取
り
上
げ
、
〈
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
〉
と
〈
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
〉
の
概
念
を
補

助
線
と
し
て
、
佐
助
の
行
動
が
長
年
の
修
練
や
師
弟
関
係
を
通
じ
て
い
か
に
形

成
さ
れ
る
の
か
を
考
察
す
る
。 

（
じ
ょ
・
か
い
／
二
松
学
舎
大
学
文
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
） 

 
 



二松学舎大学人文学会 

第 133回大会（2026 年 12 月 12 日）要旨集 

4 

 

 
〈
講
演
〉
四
〇
五
一
教
室  

私
の
上
田
秋
成
伝
記
研
究 

長
島 

弘
明  

 

私
の
今
ま
で
の
近
世
文
学
研
究
の
う
ち
、
上
田
秋
成
の
伝
記
研
究
に
つ
い
て

お
話
し
し
た
い
。
研
究
で
新
た
に
明
ら
か
に
し
た
事
跡
の
一
部
を
挙
げ
れ
ば
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

１
．
秋
成
の
家
族
・
親
族
の
発
見―

実
母
と
そ
の
家
族
・
養
家
島
屋
の
祖
父―

 

２
．
秋
成
の
最
初
の
文
学
活
動
の
探
索―

二
十
歳
の
発
句―

 

３
．
秋
成
の
青
年
・
壮
年
時
の
本
名
（
通
称
）
の
確
定―

「
島
屋
仙
次
郎
」―

 

４
．
秋
成
が
『
諸
道
聴
耳
世
間
狙
』『
世
間
妾
形
気
』『
雨
月
物
語
』
の
作
者
で
あ

る
こ
と
の
確
証―

「
損
徳
叟
」「
和
訳
太
郎
」
「
剪
枝
畸
人
」―

 

（
な
が
し
ま
・
ひ
ろ
あ
き
／
東
京
大
学
名
誉
教
授
）  

〈
講
演
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉 

一
九
五
四
年
生
ま
れ
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
。
二
松
学
舎
大
学
で
は
、
二
〇
一

九
年
か
ら
二
〇
二
四
年
ま
で
特
別
招
聘
教
授
を
務
め
た
。
日
本
近
世
文
学
、
特

に
上
田
秋
成
を
専
門
と
し
て
お
り
、
岩
波
文
庫
の
『
雨
月
物
語
』
で
は
校
注
を
手

が
け
る
。
著
書
に
『
雨
月
物
語
の
世
界
』
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）
、『
秋
成
研
究
』

（
東
京
大
学
出
版
会
）
、『
上
田
秋
成
の
文
学
』（
放
送
大
学
教
育
振
興
会
）
な
ど

多
数
。 


